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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

①業績結果

（a）売上高

 売上高は、前年同期比で3百万円増加し、161億6千4百万円となりました。

 当第２四半期連結累計期間における日本経済は、中国経済の成長鈍化、アジア新興国経済の景気減速、企業収益

の改善ペースが鈍化するなど、先行き不透明な状況で推移しました。

 当社グループ業績に影響度の大きい国内の半導体製造装置業界の需要は堅調に推移し、標準在庫品は主力商品で

あるアルミニウム厚板を中心として出荷重量が増加しました。一方、特注品は、主要取引先である事務機器メーカ

ーの生産調整による受注減の影響を受けました。更に原材料市況が下落したことを受け、結果として売上高はほぼ

横ばいとなりました。

 製造工程の見直しや省人・省力化生産設備の導入をはじめとする製造現場の改善、お客様センターの応対品質の

向上、経費削減等により、業界トップの品質、業界トップのスピード、業界トップのサービス、納得してご購入頂

ける価格の実現を目指すことで顧客満足度の向上を図ってまいりました。

 また、差別化による売上高の増大と利益率の向上については、ハイスペックシリーズやエコシリーズ、航空機材

シリーズ等の特徴のある商品をはじめとする標準在庫品の品揃えを約4,300品目サイズから約4,500品目サイズへ充

実させました。新規事業の開拓については、３Ｄプリンターによる金属製品の受託製造の技術向上を図りました。

 海外事業の強化については、中国では日本と同様に、24時間365日お見積り・ご注文が可能な「白銅ネットサー

ビス」のサービス開始や更なる機能充実、タイでは在庫品の拡充を行いました。

 

（b）営業利益

 営業利益は、前年同期比16.0％減少し、7億7千万円となりました。

 原材料市況が下落したことを受け、その影響額として当第２四半期連結累計期間の商品在庫に係わる相場差損が

2億3千万円（前年同期は6千4百万円の相場差益）となりました。

 また、主力商品の出荷重量増加にともなう運賃増等により販売費及び一般管理費が増加しました。

 なお、原材料市況の影響額を除く営業利益は、前年同期比17.4％増加となりました。

 

（c）経常利益

 経常利益は、営業利益の減少により前年同期比16.6％減少し、7億8千3百万円となりました。

 

 以上の結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は5億4千万円（前年同期比14.7％減）となりました。

 

 セグメント毎の業績は次のとおりとなります。

当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

セグメント 売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

日本 15,499百万円 727百万円 755百万円 520百万円

中国 541百万円 40百万円 34百万円 26百万円

その他 122百万円 2百万円 △6百万円 △6百万円

 

②当社を取り巻く環境

 半導体製造装置業界の需要は順調に推移し、液晶製造装置業界は一部に回復の兆しが見られましたが、自動車関

連業界、工作機械業界等の国内設備投資は、本格回復するまでには至っておらず低調に推移しました。

 一方、当社グループの売上高のなかで品種別売上高比率が最も高いアルミニウム圧延品の国内メーカーの生産量

は、前年と比較し増加傾向で推移しました。

 原材料市況は、アルミニウム地金（日本経済新聞月別平均値）がトン当たり前連結会計年度末の22万9千円から

９月末は21万1千円に、電気銅建値は前連結会計年度末の61万円から９月末は53万円に下落しました。９月末のス

テンレス鋼板（日本経済新聞月別平均値）は30万3千円と前連結会計年度末から変動はありませんでした。
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（２）財政状態に関する説明

 資産、負債及び純資産の状況

 当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、247億4千5百万円と、対前連結会計年度末比で1.7％、4億2千4百万

円減少しました。

 流動資産は、183億6千3百万円と、対前連結会計年度末比で3.7％、6億9千6百万円減少しました。減少額は、現

金及び預金3億7千7百万円、受取手形及び売掛金3億4千4百万円、商品及び製品1億6千9百万円他、合計8億9千9百万

円です。増加額は、電子記録債権1億8千1百万円他、合計2億2百万円です。

 固定資産は、63億8千1百万円と、対前連結会計年度末比で4.5％、2億7千2百万円増加しました。増加額は、有形

固定資産2億6千3百万円、投資その他の資産2千7百万円です。減少額は、無形固定資産1千8百万円です。

 流動負債合計は、108億8千万円と、対前連結会計年度末比で2.3％、2億5千2百万円減少しました。減少額は、支

払手形及び買掛金14億2千9百万円、未払費用1千4百万円、賞与引当金2千1百万円他、合計15億9千7百万円です。増

加額は、電子記録債務11億2千4百万円、未払法人税等1億6百万円他、合計13億4千4百万円です。

 純資産は、138億3千3百万円と、対前連結会計年度末比で1.2％、1億7千2百万円減少しました。減少額は、子会

社への出資金と子会社の累積損失を円換算した時の差異の為替換算調整勘定1億7千5百万円、その他有価証券評価

差額金2千7百万円他、合計2億3百万円です。増加額は、利益剰余金3千万円です。

 以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の55.6％から55.9％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成29年３月期の連結業績予想につきましては、平成28年５月12日に公表した業績予想から変更ございません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 (税金費用の計算)

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法により計算しております。

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

 (平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用)

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間から適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 なお、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に及ぼす影響は軽微であ

ります。

 

（４）追加情報

 (繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,255,616 3,878,262 

受取手形及び売掛金 10,130,793 9,785,868 

電子記録債権 6,176 187,675 

商品及び製品 4,431,679 4,261,730 

原材料及び貯蔵品 14,510 16,443 

繰延税金資産 172,093 172,888 

その他 65,034 73,324 

貸倒引当金 △15,410 △12,690 

流動資産合計 19,060,494 18,363,503 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 6,732,742 6,717,850 

減価償却累計額 △5,180,185 △5,239,109 

建物及び構築物（純額） 1,552,557 1,478,740 

機械装置及び運搬具 4,353,217 4,800,528 

減価償却累計額 △2,567,965 △2,674,402 

機械装置及び運搬具（純額） 1,785,252 2,126,125 

土地 1,899,876 1,899,876 

その他 392,586 405,748 

減価償却累計額 △313,554 △330,456 

その他（純額） 79,031 75,291 

有形固定資産合計 5,316,717 5,580,034 

無形固定資産 217,026 199,005 

投資その他の資産    

投資有価証券 403,477 365,847 

繰延税金資産 11,124 23,805 

退職給付に係る資産 77,163 76,256 

その他 83,492 136,911 

投資その他の資産合計 575,258 602,820 

固定資産合計 6,109,002 6,381,860 

資産合計 25,169,497 24,745,364 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 9,928,579 8,499,395 

電子記録債務 － 1,124,434 

未払費用 544,089 530,050 

未払法人税等 155,068 261,089 

賞与引当金 239,134 217,992 

役員賞与引当金 50,000 22,000 

その他 215,933 225,121 

流動負債合計 11,132,806 10,880,083 

固定負債    

長期預り保証金 14,150 15,650 

その他 16,455 16,354 

固定負債合計 30,605 32,004 

負債合計 11,163,412 10,912,087 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,000,000 1,000,000 

資本剰余金 621,397 621,397 

利益剰余金 12,104,958 12,135,356 

自己株式 △1,072 △1,118 

株主資本合計 13,725,282 13,755,635 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 110,696 83,417 

為替換算調整勘定 170,105 △5,776 

その他の包括利益累計額合計 280,801 77,641 

非支配株主持分 0 0 

純資産合計 14,006,085 13,833,276 

負債純資産合計 25,169,497 24,745,364 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 16,161,329 16,164,592 

売上原価 13,454,459 13,484,287 

売上総利益 2,706,870 2,680,305 

販売費及び一般管理費 1,789,058 1,909,747 

営業利益 917,812 770,557 

営業外収益    

受取利息 4,420 3,599 

受取配当金 5,336 5,512 

不動産賃貸料 34,869 36,127 

その他 2,270 2,254 

営業外収益合計 46,897 47,494 

営業外費用    

不動産賃貸費用 14,730 6,541 

固定資産処分損 2,714 671 

支払手数料 501 341 

為替差損 4,814 25,940 

その他 3,007 1,358 

営業外費用合計 25,766 34,853 

経常利益 938,942 783,198 

税金等調整前四半期純利益 938,942 783,198 

法人税等 305,042 242,398 

四半期純利益 633,900 540,799 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△0 △0 

親会社株主に帰属する四半期純利益 633,900 540,799 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 633,900 540,799 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △16,822 △27,278 

為替換算調整勘定 △44,973 △175,882 

その他の包括利益合計 △61,795 △203,160 

四半期包括利益 572,104 337,639 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 572,104 337,639 

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 △0 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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